
大山 幸司戦 評 者　

岩手県クラブバレーボール連盟

　第2セット、序盤から両チームともミドルを多用しゲームを組み立て、互いに一歩も引かない展開

で点の取り合いが続く。中盤で相手のミスに乗じたOSHU LEGENDSが5番細川の両サイドから

の攻撃で抜け出す。 追いすがる滴石クラブも6番谷地、16番山川のレフト攻撃で対抗するものの

制し2年ぶりの代表の座に輝いた。

最後はOSHU LEGENDS 5番細川のライトからのスパイクが相手コートに突き刺さりこの接戦を

 U LEGENDSは1番小田島のブロックと6番菊地のAクイックで抜け出し、このセットを先取した。
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戦  評

　今年度の県内大会で6人制クラブカップの覇者OSHU LEGENDSと天皇杯を制している滴石

 クラブとの決勝戦となった。

　第1セット、OSHU LEGENDSは5番細川のライトスパイクを中心に、滴石クラブはセッター1番

 橋本を中心とした多彩な攻撃で序盤から終盤まで1点を取り合う展開で進む。 セット終盤、OSH
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岩手県クラブバレーボール連盟

第1セット、LAGOは両サイドからの攻撃で組み立てるもののSUNSは安定したディグからミドル

を絡めた攻撃で先行する展開。 LAGOも粘りを見せ1番千葉や5番黒坂のサイド攻撃で２１－２２

　第2セット、中盤まで競り合う展開が続く中、終盤で一歩抜け出すSUNSに対し、LAGOも粘りを

見せデュースとなると、ここから1番千葉のスパイクで逆転し、セットを奪い返す。

で追いつき逆に一歩抜け出す。このままでは終われないSUNSも粘り強く反撃し、終盤に22-23と

一点差まで迫る。 タイムアウトを挟み落ち着きを取り戻したLAGOは焦ることなく試合巧者ぶりを

見せ、最後は1番千葉がライトからのストレート攻撃が決まりこの接戦を制して2連覇を飾った。

戦 評 者　 佐藤　伸弥

まで追いすがるが、SUNSは1番福士のコースを突いたスパイクで.逃げ切りこのセットを先取する。

　お互いの意地のぶつかり合いでの第3セット、先行するSUNSに対し、LAGOも食らいつき、中盤

勝ち取り、互いに手の内を知り尽くした両チームの対戦となった決勝戦。

試合時間 1 時間 22 分
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今年度県予選会でクラブカップはSUNS、天皇杯はLAGOと互いに熱戦を繰り広げ、代表の座を
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岩手県クラブバレーボール連盟

　第2セットは、北上ホップス5番太田代のサービスエースを含む連続得点を重ね序盤から大きく

リードする。MIZUSAWAも必死の守りから11番小野寺や1番高橋へボールを集めて反撃をする

ものの、試合の流れを握った北上ホップスは攻撃の手を緩めず攻め続け、このまま流れを渡さずに

このセットも奪い優勝を飾った。

保ったまま北上ホップスが先取する。
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　3年ぶりに県予選会が行われた9人制女子は、北上ホップスとMIZUSAWAとの対戦となった。

サービスエース、11番の小野寺のブロックで8対6とリードし主導権を握ろうとする。

試合勘を取り戻した北上ホップは、6番道下のブロックをきっかけに３番筒井のサーブでブレイク、

新加入の17番千葉(史)の活躍で5連続得点を奪い一気に逆転しこのまま流れを渡さずリードを

　第1セット、序盤なかなかリズムのかみ合わない北上ホップスに対し、MIZUSAWAは7番中村の
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